
米国南東部バイオマス生産地視察ツアー
【期間】5月10日（月）～5月17日（水）（現地時間）
【視察地】
〇バージニア州

•チェサピーク湾のEU向けペレット輸出港（Enviva社）。
〇ノースカロライナ州

•エンビバ社ペレット工場周辺（サウザンプトン、ノーザンプトン、アホスキー）
•エンビバ社の森林伐採跡地
• Spruill農園河畔林

〇フロリダ州
•エンビバ社ペレット工場周辺（コットンデール）
•パナマシティのアジア向け輸出港

〇ミシシッピ州
•エンビバ社社ペレット工場建設予定地（ボンド）、ペレット工場周辺（ルースデール）
• Drax社ペレット工場周辺（グロスター）
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港 出荷容量（一年間） 所有者
バージニア州
チェサピーク 250万トン エンビバ











60 km



ペレット工場 生産量（年間） 所有者 創立年 港
サウサンプトン 76万トン エンビバ ２０１３ チェサピーク
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ペレット工場 生産量（一年間） 所有者 創立年 港
ノーサンプトン 75万トン エンビバ ２０１３ チェサピーク







65 km



ペレット工場 生産量（一年間） 所有者 創立年 港
アホスキー ４１万トン＊ エンビバ ２０１１ チェサピーク

＊630,000万トンに増加する予定
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トムブレナンの動画
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ペレット工場 生産量（一年間） 所有者 創立年 港
コットンデール ７８万トン＊ エンビバ ２０１５ パナマシティ
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港 出荷容量（一年間） 所有者
パナマシティ港 780万トン サードパーティ





54 km

ミシシッピ州



ペレット工場 生産量（一年間） 所有者 創立年 港
リュースデール ７５万トン エンビバ ２０２１ パスカグーラ



Lucedale,Mississippi 2021年操業開始 750,000t/年 Pascagoula







56 km

ミシシッピ州



ペレット工場 生産量（一年間） 所有者 創立年 港
ボンド (ウィギンズ ) 100万トン+ エンビバ ２０２４ パスカグーラ









185 km

ミシシッピ州



ペレット工場 生産量（一年間） 所有者 創立年 港
アミテ（グロスター） 45万トン ドラックス ２０１５ バトンルージュ



Drax Amite (Gloster)
Commissioned in 2015





















米国南東部の森林と木質ペレット生産
ノースカロライナ

・米国南東部＝“広大で豊かな森林地帯”
・実際にはフロリダ半島の東側と西側で森林の状態は大きな違い。
・ノースカロライナは米国で最も生態系が豊かな場所と言われている。
・バージニアからノースカロライナにかけては、広葉樹とマツの混交林
が多く、4，50年生のものが多く見られた
・今回の視察エリアでは虫食い状の皆伐地（数十～数百ha）が広がって
いることは確認できた。
・伐採後、植林されていないところも多かった。
・植林はマツに集中し広葉樹はほぼ無い。
・欧州向けに2010年代前半から操業を開始しており、既に地域への影響
があり反対運動が続いている。



米国南東部の森林と木質ペレット生産
フロリダーミシシッピ

・ハリケーンや森林火災の影響を受けて劣化したマツ林が非常に多い。
・近年は毎年ハリケーンが上陸し、森林は回復中と言ってよい状態に見
えた。
・元々は、火に依存したロングリーフパインの特殊な生態系が発達して
いた地域で、生物多様性が高かった。現在は従来の3－5％に減少。
・植林されるのは、ほとんどが成長の早いテーダマツ（北部）かスラッ
シュマツ（南部）。生物多様性は著しく減少している（SELC）。
・紙・パルプ向けに20年周期で伐採と植林が繰り返されてきた地域。
・地域の森林は数十万もの個人・世帯に所有されている。
・不在地主が多く、森林に関心が無いことが多いという。
・私有林には、森林保護や回復を義務付ける規制が無い。



米国南東部のコミュニティと木質ペレット生産

・ペレット工場や道路に隣接するコミュニティでは騒音や粉塵、大気汚染など
の被害がある。
・喘息の悪化や呼吸困難などの症状を訴える人が多いが、因果関係は調べられ
ていない。
・ノースカロライナ側は既に操業期間が長く、影響も出ているため反対運動が
ある。ただし長年反対しても改善が見られず、あきらめてしまう人も多い。
・ドラッグス社もエンビバ社も、大気汚染に関する基準違反で当局に罰金を支
払ったことがあるが、コミュニティへの対策はほとんどとられていない。

東洋経済オンライン：日本が大量輸入する｢木質ペレット｣に重大な懸念
生産地のアメリカ南部で増える健康被害の声
https://toyokeizai.net/articles/-/605269?page=7

https://toyokeizai.net/articles/-/605269?page=7


米国南東部のコミュニティと木質ペレット生産

・フロリダ-ミシシッピ側はこれから工場が増加予定だが、操業による影
響の情報が届いていない。
・特にアフリカ系のコミュニティは社会的に脆弱（遠隔地、職業・教
育・医療アクセス、高齢化）で、反対運動は起こりにくい。
・ペレット工場と原料調達地は広大なエリアに分散しており、NGOの拠
点からも遠く、相談できる相手も少ない。
・事業者は戦略的に、社会的に脆弱な地域を選んで工場を建設している
のではないか（Dogwood Alliance）。

全米有色人種地位向上協会（NAACP）木質ペレットの製造および木質バイ
オエネルギーの利用に反対する声明を発表
https://bit.ly/3PUIKJV

https://d.docs.live.net/d863949fd554e473/%E3%83%89%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88/%E9%A3%AF%E6%B2%BC/FIT/%E5%8C%97%E7%B1%B3/US%20tour2022May/%E9%A0%98%E5%8F%8E%E6%9B%B8
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